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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 幼保多様化に向けた研修の充実 

保育者等が、相互に理解したり共に高め合ったりできる研修の充実に努め、

多様な施設種における幼児教育の質の向上をめざします。 

 

  

  【県・県教育委員会】 

○保育者等の相互理解のための研修会の開催 

・「幼保一体化に向けた幼児教育・保育相互理解研修」の実施   

・「幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会」の開催 

○保育士資格や幼稚園教諭免許の併有取得支援（令和６年度まで） 

 

【市町村・設置者】 

○保護者や地域の人に、幼児教育について理解が深まるよう情報を提供しましょう。 

○他の市町村や設置者の保育者との意見交換や相互交流を推進しましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○近隣の幼稚園・認定こども園・保育所等の保育者等の意見交換や相互交流を進めましょう。 

○園内外における異年齢交流や他園との交流を進めましょう。 

〇特別支援学校や近隣小学校の特別支援学級との連携により、障がいのある幼児・児童に対 

する幅広い発達の理解を推進するため、特別支援教育に関する研修に努めましょう。 
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基本方針（２）研修内容の充実  
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主催者 目的 研修名 研修テーマの例 

子ども 

発達支援課 

発達障がい児・

医療的ケア児等

の支援体制整備

のための研修 

発達障がい者相談支援人材

養成研修 

「二次障がいについて」「不登校・ひきこもりについて」

「自己認知を促す取組」 

発達障がい児者事業所研修 
「医療的ケア児を支援中の緊急対応」 

「発達障がいの特徴～支援のポイント～」 

総合療育センター 

/鳥取療育園 

/中部療育園 

障がい児への支

援方法の普及や

理解啓発研修 

地域療育セミナー 

「医療的ケアを必要とする子どもたちの教育保障」 

「保護者中心の合意形成の大切さ」 

「保護者と学校をつなぐ～LD 専門員の仕事を通して」

「子どもごとの視点にたった関わり方」 

『エール』 

発達障がい者

支援センター 

発達障がいに 

係る支援技術の

向上と理解啓発

研修 

発達障がい児者支援者研修 
「自閉スペクトラム症の子どもの理解と支援 

～幼児期から学童期を中心に～」 

発達障がい普及啓発講演会 「思春期以降の発達障がいの理解と対応」 

発達障がい就労支援スキル

アップ研修会 

「自立を支えるアセスメント」 

「就労を支える環境設定」 

鳥取大学医学部

附属病院子ども

の心の診療拠点

病院推進室 

子どもの心に関

する理解啓発、

医療との連携、

関わり方の基礎

研修 

子どもの心を支える支援者

スキルアップ研修 

「発達障がいの理解とかかわり方の基礎～幼児・学童期」

「発達障がい児の育ち・学びを地域で支える 

～医療と上手に付き合う方法～」 

発達支援コーディネーター

スキルアップ研修 

「地域支援評価ツールと地域の連携体制の整備に向けて」

「園内環境調整と若手支援者の支援育成」 

子どもの心に関する 

理解啓発講演会 
「インクルーシブ教育と個別支援を事例から学ぶ」 

 
 

 POINT 

 

施 策 

 

 

県子育て王国課・県幼児教育センターでは、平成 24 年度から幼稚園・認定こども園・保育所で行う保

育体験研修を実施しています。 

のべ 133 園（計 187 回）の幼児教育・保育施設が受入園となり、のべ 393 名の保育者が参加していま

す。（Ｈ24から 8年間） 

 

 
 

 

各市町村内の保育目標やめ

ざす子どもの姿を共有し、保

育実践や保育の内容に関する

ねらいを明確にした研修を行

うことが大切です。 

幼保一体化に向けた幼児教育・保育相互理解研修 

 

 POINT 

 

施 策 

発達の気になる子どもへの支援に関する研修 

 

 市町村保育担当課が公私立・

施設種の区別なく、域内の幼児

教育の質の向上をめざし、組織

的・計画的に研修ができる体制

をつくっています。 
 
 

（参加者の感想） 

他園に行く機会が少ないので、

１日の研修で、じっくりと保育

体験、意見交換をすることがで

き、貴重な研修となりました。 

（受入園の感想） 

保育体験をした先生方の意見や

感想から、自園のよいところや課

題などを再認識することができ、

大変実り多い研修となりました。 

【相互交流できる研修体制】 

※最新の情報は各機関のホームペー

ジでご確認ください。 

 

 

 

 

 

【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 幼保多様化に向けた研修の充実 

保育者等が、相互に理解したり共に高め合ったりできる研修の充実に努め、

多様な施設種における幼児教育の質の向上をめざします。 

 

  

  【県・県教育委員会】 

○保育者等の相互理解のための研修会の開催 

・「幼保一体化に向けた幼児教育・保育相互理解研修」の実施   

・「幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会」の開催 

○保育士資格や幼稚園教諭免許の併有取得支援（令和６年度まで） 

 

【市町村・設置者】 

○保護者や地域の人に、幼児教育について理解が深まるよう情報を提供しましょう。 

○他の市町村や設置者の保育者との意見交換や相互交流を推進しましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○近隣の幼稚園・認定こども園・保育所等の保育者等の意見交換や相互交流を進めましょう。 

○園内外における異年齢交流や他園との交流を進めましょう。 

〇特別支援学校や近隣小学校の特別支援学級との連携により、障がいのある幼児・児童に対 

する幅広い発達の理解を推進するため、特別支援教育に関する研修に努めましょう。 
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